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平
成
三
十
年
第
三
回
定
例
会
は
、
八
月
三

十
一
日
か
ら
九
月
二
十
七
日
ま
で
二
十
八
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
、
議
員
か
ら
、
茨
城
県
手
話
言
語

の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
条
例
な
ど
、
知
事

か
ら
、
茨
城
県
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

代
表
質
問
は
、
新
た
な
県
総
合
計
画
の
考

え
方
、
知
事
の
基
本
姿
勢
、
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス

の
拠
点
形
成
、
今
後
の
県
政
運
営
な
ど
の
項

目
に
つ
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。（
二
～
三
面
）

　

一
般
質
問
は
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の

石
岡
経
由
茨
城
空
港
延
伸
、
公
共
交
通
の
維

持
・
確
保
な
ど
の
項
目
に
つ
い
て
行
わ
れ
ま

し
た
。（
四
～
六
面
）

　

各
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
議
案
の
審
査
、

そ
の
他
所
管
事
務
に
関
す
る
質
問
を
行
い
、

県
の
障
害
者
雇
用
推
進
に
向
け
た
対
応
、「
量

子
科
学
に
よ
る
革
新
的
産
業
創
生
・
専
門
人

材
育
成
事
業
」
の
狙
い
、
東
京
医
科
大
学
茨

城
医
療
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
関

す
る
教
育
の
推
進
、
建
設
業
の
育
成
に
向
け

た
対
応
状
況
、
県
立
高
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
方
針
な
ど
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。（
七
面
）

　

国
体
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
推
進
調
査

特
別
委
員
会
で
は
、
開
催
に
向
け
た
取
り
組

み
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
茨
城
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会
で

は
、
新
た
な
県
総
合
計
画
の
在
り
方
に
つ
い

て
中
間
報
告
を
行
い
ま
し
た
。（
四
面
）

　

予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
千
波
湖
の
水
質

浄
化
、
予
防
接
種
の
再
接
種
費
用
助
成
な
ど

に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
六
面
）

　

決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
平
成
二
十
九
年

度
茨
城
県
公
営
企
業
会
計
決
算
の
認
定
な
ど

に
つ
い
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
予
算
、
条
例
、
人
事
、

報
告
、
意
見
書
、
請
願
な
ど
の
二
十
六
件
の

議
案
な
ど
が
可
決
、
同
意
、
承
認
、
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

第
三
回
定
例
会
の
概
要

いばらきの観光情報は「観光いばらき」ホームページでご覧いただけます。http://www.ibarakiguide.jp/

写 真 上 :茨城県立歴史館（水戸市）
　　　　　11月1日（木）～23日（金）
　　　　　歴史館いちょうまつり　開催

写真左下 :筑波山（つくば市）
　　　　　11月1日（木）～30日（金）
　　　　　筑波山もみじまつり　開催

写真右下 :竜神大吊橋（常陸太田市）
　　　　　11月1日（木）～30日（金）
　　　　　竜神峡紅葉まつり　開催

ほかにも、花貫渓谷（高萩市）や袋田の滝（大子町）
など、県内には多くの紅葉スポットがあります。

詳細は
観光いばらき　http://www.ibarakiguide.jp/

紅葉が見頃を迎えます
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第３回定例会の
主な日程

今
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た

議
案
な
ど

※
意
見
書
お
よ
び
請
願
の
全
文
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

議
員　

本
県
財
政
は
楽
観
的
状
況
に

は
な
い
も
の
の
、
本
県
が
飛
躍
す
る

た
め
の
必
要
な
事
業
に
は
、
積
極
果

敢
に
挑
戦
し
、
投
資
も
し
て
、
将
来

に
つ
な
が
る
好
循
環
を
生
み
出
す
政

策
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
発
表
さ
れ

る
新
た
な
県
総
合
計
画
に
反
映
さ
れ

る
と
期
待
す
る
が
、
ど
の
よ
う
な
夢

を
描
き
、
理
念
を
込
め
て
計
画
を
策

定
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

知
事　

県
民
の
皆
様
が
現
状
に
満
足

す
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
叶
え
た
い

夢
に
向
か
っ
て
挑
戦
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
な
県
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
新
た
な
県
総
合

計
画
に
お
い
て
も
、「
豊
か
さ
」「
安

心
安
全
」「
人
財
育
成
」「
夢
・
希
望
」

の
四
つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
方
向
性
を

し
っ
か
り
と
位
置
付
け
、
本
県
の
飛

躍
に
必
要
な
施
策
を
積
極
的
に
盛
り

込
ん
で
い
き
た
い
。

議
員　

公
文
書
は
、
単
に
記
録
を
残

す
だ
け
で
な
く
、
行
政
活
動
の
足
跡

を
後
世
に
伝
え
る
役
目
を
担
っ
て
お

り
、
そ
の
収
集
・
整
理
・
保
管
は
重

要
で
あ
る
。
公
文
書
の
整
理
保
存
へ

の
対
応
と
公
文
書
館
設
置
に
つ
い
て

の
所
見
は
。

知
事　

公
文
書
の
適
切
な
管
理
は
、

将
来
の
県
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を

全
う
す
る
た
め
に
も
重
要
で
あ
る
。

文
書
改
ざ
ん
防
止
な
ど
の
効
果
が
期

待
さ
れ
る
電
子
決
裁
の
推
進
な
ど
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
県
立
歴
史
館

が
本
県
に
お
け
る
公
文
書
館
と
し
て

の
機
能
を
担
う
こ
と
と
し
、
歴
史
公

文
書
な
ど
の
管
理
に
関
す
る
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

議
員　

住
宅
侵
入
窃
盗
や
自
動
車
盗
、

ニ
セ
電
話
詐
欺
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
犯

罪
か
ら
地
域
を
守
る
と
い
う
意
識
を

醸
成
し
、
県
民
挙
げ
て
犯
罪
防
止
の

取
り
組
み
を
推
進
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

警
察
本
部
長　

犯
罪
の
発
生
状
況
に

つ
い
て
の
情
報
提
供
な
ど
広
報
啓
発

に
努
め
て
い
く
。

議
員　

精
神
障
害
者
は
、
障
害
年
金

一
級
の
受
給
者
の
み
が
医
療
費
助
成

制
度
（
マ
ル
福
制
度
）
の
対
象
で
、

重
度
の
手
帳
保
持
者
は
対
象
外
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
手
帳
取
得
の
促
進

を
図
る
観
点
か
ら
マ
ル
福
制
度
を
拡

充
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

重
度
の
障
害
を
有
し
な
が
ら
、

障
害
年
金
を
受
給
で
き
ず
に
マ
ル
福

制
度
の
対
象
と
な
ら
な
い
精
神
障
害

者
の
方
も
お
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か

福地　源一郎 議員
いばらき自民党
日 立 市 選 出  

一括方式

公
文
書
の
保
存
管
理

犯
罪
多
発
地
域
茨
城
県
の

課
題
と
取
り
組
み

に
努
め
る
ほ
か
、
市
町
村
が
設
置
す

る
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
費
用
の

一
部
助
成
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
の
自
主
防
犯
活
動
に
対
す
る
支
援

と
し
て
警
察
官
と
の
合
同
パ
ト
ロ
ー

ル
の
実
施
な
ど
、
犯
罪
防
止
に
向
け

各
種
対
策
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
。

議
員　

新
た
な
物
流
や
経
済
と
産
業

の
核
と
な
る
地
域
を
創
り
、
本
県
産

業
の
発
展
と
交
流
人
口
の
増
加
に
つ

な
が
る
県
内
の
高
速
道
路
と
、
県
北

地
域
高
規
格
道
路
を
は
じ
め
と
す
る

県
北
地
域
の
広
域
的
な
道
路
イ
ン
フ

ラ
整
備
の
見
通
し
は
。

知
事　

県
内
の
高
速
道
路
に
つ
い
て

は
、
整
備
が
完
了
し
て
い
な
い
首
都

圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
お
よ
び
東
関

東
自
動
車
道
水
戸
線
の
一
日
も
早
い

完
成
に
向
け
、
引
き
続
き
国
な
ど
に

強
く
働
き
掛
け
て
い
く
。
ま
た
、
茨

城
港
常
陸
那
珂
港
区
と
県
北
内
陸
部

を
結
ぶ
規
格
の
高
い
道
路
に
つ
い
て
、

国
道
二
四
五
号
か
ら
国
道
六
号
の
区

間
の
事
業
化
に
必
要
な
調
査
費
を
補

正
予
算
に
計
上
す
る
な
ど
、
今
後
と

も
県
北
地
域
の
国
県
道
の
整
備
を
着

実
に
進
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

県
内
の
高
速
道
路
と
県
北
地
域
の

道
路
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
見
通
し

 

議
員
提
出

◆
条
例
の
制
定

○
茨
城
県
手
話
言
語
の
普
及
の
促
進
に

関
す
る
条
例

◆
意
見
書

○
教
職
員
定
数
改
善
及
び
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
堅
持
を
求
め
る
意
見
書

知
事
提
出

◆
平
成
三
十
年
度
補
正
予
算
関
係

○
一
般
会
計
予
算

ほ
か
四
件

◆
条
例
の
制
定

○
茨
城
県
地
方
創
生
拠
点
整
備
基
金
条
例

◆
条
例
の
一
部
改
正

○
茨
城
県
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

ほ
か
七
件

◆
人
事

○
公
害
審
査
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

◆
そ
の
他

○
県
が
行
う
建
設
事
業
等
に
対
す
る
市

の
負
担
額
に
つ
い
て

ほ
か
五
件

◆
報
告

○
地
方
自
治
法
第
百
七
十
九
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
く
専
決
処
分
に
つ
い
て

 

請
願

○
精
神
障
害
者
に
対
す
る
医
療
福
祉
費

支
給
制
度
（
マ
ル
福
）
の
拡
充
等
に

関
す
る
請
願

○
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
堅
持
の
た
め
の
政
府
予

算
に
か
か
る
意
見
書
採
択
を
求
め
る

請
願

ら
、
認
定
要
件
に
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
の
一
級
保
持
者
を
新
た
に

加
え
る
よ
う
、
制
度
の
実
施
主
体
で

あ
る
市
町
村
に
働
き
掛
け
を
行
い
、

平
成
三
十
一
年
四
月
か
ら
の
実
現
に

向
け
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
農
業
・
水
産
業
の
新
た

な
取
り
組
み
や
質
の
高
い
雇
用
の
創

出
と
多
様
な
働
き
方
の
実
現
な
ど
も

質
問
）

新
た
な
県
総
合
計
画
の
考
え
方

精
神
障
害
者
へ
の
障
害
者
手
帳

交
付
の
課
題

　

手
話
を
使
い
生
活
を
営
む
方
も
そ
う
で
な
い
方
も
互
い
に
理
解
し
合
い
、
差
別

の
な
い
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
手
話
を
広

く
県
民
に
普
及
す
る
と
と
も
に
、
手
話
を
使
用
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
う
し
た
考
え
方
の
下
、
こ
の
条
例
で
は
、

手
話
の
普
及
な
ど
に
関
し
て
基
本
理
念
を
定

め
、
県
の
責
務
や
県
民
な
ど
の
役
割
を
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
県
の
施
策
の
基
本
と

な
る
事
項
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
年
十
月
二
日
か

ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
県
の
議
員
提
案
に
よ
る
政
策
条
例
は
、

今
回
で
十
五
件
目
と
な
り
ま
す
。
県
議
会
で

は
今
後
と
も
、
議
会
の
政
策
立
案
機
能
を
強

化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
提
案
に
よ
り
﹁
茨
城
県
手
話
言
語
の
普
及
の

促
進
に
関
す
る
条
例
﹂
を
制
定
し
ま
し
た

ことば ※【代表質問】…会派を代表して行う質問を代表質問といいます。茨城県議会の場合には、４人以上の会派が代表質問を行うことができます。なお、議員個人の立場で行う質問を一般質問といいます。

提案説明を行う森田悦男議員

精神障害者に医療費助成制度の拡充を

９
月
５
日︵
水
︶

　

福ふ
く
ち地　

源げ
ん
い
ち
ろ
う

一
郎
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

　

長は
せ
が
わ

谷
川　

修
し
ゅ
う
へ
い平

︵
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
︶

９
月
６
日︵
木
︶

　

臼う
す
い井　

平へ
い
は
ち
ろ
う

八
郎
︵
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
︶

　

井い

で手　
　

義よ
し
ひ
ろ弘

︵
公　
　

明　
　

党
︶

●
質
問
者

代表質問※（要旨）

　平成30年第3回定例会は、以下の会
期日程で開催されました。

■８月31日（金）　 本　　会　　議
（開会、知事提出議案説明）

■９月５日（水）　 本　　会　　議

　　　６日（木）  （代表質問・質疑）

■９月７日（金）

　　　10日（月）  
（一般質問・質疑）　　　11日（火）

　　　12日（水）

■９月14日（金）　 常 任 委 員 会

■９月19日（水）　 本　　会　　議
（予算関係議案常任委員長報告など）

■９月20日（木）　 決算特別委員会　

■９月21日（金）　 予算特別委員会 

■９月25日（火）  新しい茨城づくり調査特別委員会

■９月26日（水）

■９月27日（木）　 本　　会　　議
（委員長報告、採決、閉会）

}

} 本　　会　　議

国体・障害者スポーツ大会
推進調査特別委員会



いばらき県議会だよりNo.205 2018年（平成30年）10月28日（日曜日）3

代表質問（要旨）

議
員　
「
話
を
聞
く
姿
勢
」
こ
そ
が

知
事
の
重
要
な
役
割
の
一
つ
で
あ
る
。

そ
う
し
た
知
事
の
姿
勢
を
通
じ
て
、

県
民
は
知
事
を
信
頼
し
て
い
く
と
考

え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

県
政
世
論
調
査
の
ほ
か
、
私

自
ら
が
現
場
へ
出
向
き
、
県
民
と
の

丁
寧
な
対
話
と
本
音
の
議
論
を
行
う

対
話
集
会
の
実
施
な
ど
を
通
じ
て
、

信
頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
県
民
が

未
来
に
希
望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る

「
新
し
い
茨
城
づ
く
り
」
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

人
口
減
少
を
は
じ
め
厳
し
い

状
況
が
続
く
中
、
県
北
振
興
を
図
る

た
め
に
は
政
治
の
力
が
重
要
で
あ
る
。

知
事
に
は
不
退
転
の
決
意
を
持
っ
て

全
力
で
取
り
組
む
こ
と
を
望
む
が
、

今
後
、
県
北
振
興
を
ど
う
進
め
て
い

く
の
か
。

知
事　

県
北
振
興
を
進
め
る
た
め
に

は
、
地
域
自
ら
が
考
え
、
主
体
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
県
も
地
域
と
目
標
な
ど
を
共
有

し
た
上
で
、
効
果
的
・
効
率
的
な
取

り
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
新

た
な
総
合
計
画
で
示
す
県
北
地
域
の

将
来
像
の
実
現
に
向
け
、
未
来
に
希

望
の
持
て
る
県
北
地
域
づ
く
り
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

今
後
、
産
業
振
興
や
雇
用
創

出
を
進
め
る
た
め
、
県
や
企
業
な
ど

が
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
県
に
よ

る
支
援
を
充
実
・
強
化
し
、
企
業
の

枠
を
超
え
た
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
促
進
な
ど
に
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

産
学
官
金
に
よ
る「
茨
城
県

Ｉ
ｏ
Ｔ
推
進
ラ
ボ
」
を
創
設
し
、
県

内
企
業
の
生
産
性
向
上
な
ど
の
取
り

組
み
を
支
援
す
る
な
ど
、
一
層
の
産

学
官
の
強
化
に
向
け
て
県
が
中
心
的

な
役
割
を
担
い
な
が
ら
、
科
学
技
術

の
集
積
や
産
業
資
源
を
最
大
限
に
活

用
し
、
産
業
振
興
を
図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
財
政
運
営
、
医
師
確
保

対
策
な
ど
も
質
問
）

議
員　

本
県
に
は
筑
波
宇
宙
セ
ン

タ
ー
や
多
数
の
研
究
機
関
な
ど
が
あ

り
、
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
上

で
他
地
域
に
な
い
強
み
が
あ
る
。
宇

宙
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点
形
成
に
向
け
、

ど
う
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
参
入
促
進
の

た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
に
対
す
る
マ
ッ
チ
ン
グ
会
を

実
施
し
、
機
運
醸
成
を
図
る
。
ま
た
、

宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
に
詳
し
い
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
相
談
な
ど

を
行
う
と
と
も
に
、
県
産
業
技
術
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
企
業
の

宇
宙
機
器
開
発
支
援
の
た
め
の
小
型

試
験
設
備
を
整
備
し
、
体
制
構
築
を

図
る
。
さ
ら
に
、
企
業
の
開
発
経
費

な
ど
を
助
成
す
る
財
政
支
援
を
行
い
、

宇
宙
と
い
え
ば
「
茨
城
」
と
い
う
ブ

ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
構
築
し
、
関
連

企
業
の
集
積
を
促
進
し
て
、
宇
宙
ビ

ジ
ネ
ス
の
拠
点
形
成
を
図
っ
て
い
く
。

議
員　

鬼
怒
川
緊
急
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
進
捗
状
況
お
よ
び
田
川
の
改

修
見
通
し
は
。

知
事　

鬼
怒
川
で
は
、
必
要
な
堤
防

用
地
の
八
割
超
を
取
得
し
、
三
割
超

の
堤
防
が
完
成
ま
た
は
整
備
中
で
あ

る
。
河
道
掘
削
も
約
六
割
が
完
了
し

て
お
り
、
二
〇
二
〇
年
度
の
完
成
に

向
け
順
調
に
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
田
川
に
つ
い
て
は
、
調
査
・
設

計
を
開
始
す
る
と
と
も
に
合
流
点
の

整
備
に
つ
い
て
国
と
調
整
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
早
期
に
河
川

改
修
が
実
施
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

議
員　

大
規
模
災
害
に
対
す
る
県
警

察
と
し
て
の
取
り
組
み
は
。

警
察
本
部
長　

各
種
気
象
警
報
発
表

時
や
震
度
四
以
上
の
地
震
発
生
の
際
、

災
害
警
備
連
絡
室
を
設
置
し
、
初
動

対
応
に
当
た
っ
て
い
る
。
ま
た
、
水

害
や
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
事
態
を
想

定
し
た
災
害
対
応
訓
練
を
実
施
し
、

災
害
対
処
能
力
向
上
に
努
め
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
知
事
の
基
本
姿
勢
、
介

護
人
材
の
確
保
な
ど
も
質
問
）

議
員　

子
育
て
日
本
一
を
目
指
し
た

支
援
策
と
し
て
、
医
療
費
の
負
担
を

軽
減
す
る
小
児
マ
ル
福
制
度
を
拡
充

し
、
高
校
三
年
生
の
通
院
ま
で
を
対

象
と
し
て
は
ど
う
か
。

知
事　

子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
今
年
十
月
か
ら

入
院
に
対
す
る
小
児
マ
ル
福
制
度
の

対
象
を
、
こ
れ
ま
で
の
中
学
三
年
生

か
ら
高
校
三
年
生
ま
で
拡
充
す
る
。

通
院
に
つ
い
て
は
、
拡
充
の
効
果
を

見
極
め
つ
つ
、
財
政
状
況
や
他
県
の

動
向
を
勘
案
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

議
員　

フ
リ
ー
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の
十
分

な
整
備
と
茨
城
の
魅
力
を
紹
介
す
る

コ
ン
テ
ン
ツ
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

国
体
に
合
わ
せ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

ゲ
ー
ム
の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
が
実
施
さ
れ

る
が
、
茨
城
ら
し
い
特
徴
や
独
自
性

を
ど
の
よ
う
に
発
揮
し
て
い
く
の
か
。

知
事　

県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
な
げ
る
た
め
、
民

間
事
業
者
と
も
連
携
し
て
新
た
な
情

報
発
信
に
挑
戦
し
て
い
く
。
ま
た
、

ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備
と
と
も
に
競
技

の
ラ
イ
ブ
中
継
な
ど
コ
ン
テ
ン
ツ
の

充
実
を
図
る
。
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
、
日

本
サ
ッ
カ
ー
協
会
か
ら
も
協
力
い
た

だ
く
な
ど
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て

成
功
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

外
見
か
ら
は
容
易
に
判
断
す

る
こ
と
が
難
し
い
内
部
障
害
や
難
病

の
方
、
妊
娠
初
期
の
方
な
ど
が
、
援

助
や
配
慮
の
必
要
性
を
周
囲
に
知
ら

せ
る
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
作
成
・
配
布

し
、
社
会
的
認
知
度
向
上
を
目
指
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
お
よ
び
ヘ
ル

プ
カ
ー
ド
を
来
年
度
か
ら
配
布
し
、

身
に
付
け
て
い
る
方
が
必
要
と
す
る

援
助
や
配
慮
を
き
ち
ん
と
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
そ
の
役
割
や
見
か
け
た
場

合
の
対
応
を
県
民
へ
周
知
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
ス
マ
ー
ト
自
治
体
を
目

指
す
茨
城
県
の
基
本
的
な
視
点
、
激

甚
化
・
大
規
模
化
す
る
自
然
災
害
へ

の
事
前
防
災
な
ど
も
質
問
）

長谷川　修平 議員
県民フォーラム
日 立 市 選 出  

一括方式

井手　義弘 議員
公 　 明 　 党
日 立 市 選 出

分割方式

臼井　平八郎 議員
自民県政クラブ
結 城 市 選 出  

一括方式

鬼
怒
川
緊
急
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

進
捗
と
田
川
の
改
修
見
通
し

大
規
模
災
害
に
対
す
る

県
警
察
と
し
て
の
取
り
組
み

本
県
の
資
源
を
生
か
し
た

産
業
振
興
と
雇
用
創
出

知
事
の
基
本
姿
勢

県
北
振
興

宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点
形
成

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
制
作
・
配
布
と

普
及
促
進

国
体
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

今
後
の
県
政
運
営

　次回の、平成30年第4回定例会は、10月29日から11月14日まで
の17日間の会期日程で開催される予定です。

さらなる地域振興が期待される県北地域

ヘルプマークの作成・配布と社会的認知度向上を

茨城に宇宙ビジネスの拠点形成を（JAXA提供）

月日 曜 議 事 予 定

10. 29 月 議会運営委員会
本会議（開会、知事提出議案説明）

30 火 休会（議案調査）

31 水 休会（議案調査）

11.  1 木 議会運営委員会
本会議（一般質問・質疑）

2 金 本会議（一般質問・質疑）

3 土 （文化の日）

4 日
5 月 本会議（一般質問・質疑、議案常任委員会付託）

6 火 休会（委員会審査準備）

7 水 休会（常任委員会）

8 木 休会（決算特別委員会）

9 金 休会（新しい茨城づくり調査特別委員会）

10 土
11 日
12 月 休会（国体・障害者スポーツ大会推進調査特別委員会）

13 火 休会（議事整理）

14 水 議会運営委員会
本会議（委員長報告、採決、閉会）
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議
員　

石
岡
市
は
企
業
集
積
や
豊
か
な

自
然
環
境
な
ど
、
地
域
資
源
が
数
多
く

あ
り
、
高
速
道
路
や
鉄
道
な
ど
、
優
れ

た
交
通
網
も
整
っ
て
い
る
。
石
岡
駅
を

経
由
し
た
Ｔ
Ｘ
の
茨
城
空
港
延
伸
は
、

本
県
全
体
の
経
済
や
観
光
な
ど
を
活
性

化
す
る
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

県
内
延
伸
の
実
現
に
は
、
必
要

な
資
金
の
調
達
や
、
採
算
性
の
確
保
な

ど
の
問
題
も
あ
る
が
、
ル
ー
ト
も
含
め

て
幅
広
く
検
討
を
行
い
、
実
現
に
向
け

て
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
模
索
し
な
が
ら
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　
「
石
岡
の
お
ま
つ
り
」
な
ど
茨

城
の
魅
力
あ
る
祭
り
を
生
か
し
て
、
Ｐ

Ｒ
や
観
光
振
興
に
取
り
組
む
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

情
報
発
信
の
充
実
と
体
験
型

観
光
に
よ
る
誘
客
促
進
に
重
点
的
に

取
り
組
む
。
ま
た
、
体
験
型
観
光
に
取

り
組
む
市
町
村
を
支
援
す
る
な
ど
、
関

係
者
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
一

体
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
、

観
光
振
興
に
全

力
で
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、
競

争
力
の
あ
る
強

い
梨
産
地
の
育

成
、
恋
瀬
川
の

氾
濫
対
策
な
ど

も
質
問
）

議
員　

本
路
線
は
地
域
の
経
済
や
産
業

を
支
え
る
と
と
も
に
常
磐
道
や
圏
央
道

へ
接
続
す
る
大
変
重
要
な
幹
線
道
路
で

あ
る
。
早
期
の
四
車
線
化
が
強
く
望
ま

れ
て
い
る
が
、
今
後
の
整
備
見
通
し
は
。

土
木
部
長　

白
山
地
区
の
約
七
百
㍍
に

つ
い
て
、
今
年
度
中
の
暫
定
三
車
線
供

用
を
目
指
す
と
と
も
に
、
四
車
線
化
に

向
け
対
応
策
を
検
討
し
て
い
く
。
そ
の

西
側
の
未
整
備
区
間
三
・
一
㌔
に
つ
い

て
は
、
特
に
渋
滞
の
著
し
い
新
取
手
駅

前
の
交
差
点
を
含
む
約
八
百
㍍
の
整
備

に
向
け
て
準
備
を
進
め
る
。

議
員　

小
一
プ
ロ
ブ
レ
ム
※
と
い
っ
た

問
題
に
対
処
す
る
に
は
、
幼
児
教
育
施

設
で
の
学
び
や
生
活
と
、
小
学
校
教
育

を
円
滑
に
接
続
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

と
考
え
る
が
、
そ
の
た
め
の
方
策
は
。

教
育
長　

茨
城
県
保
幼
小
接
続
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
活
用
に
よ
っ
て
情
報
共
有

を
図
り
、
市
町
村
幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
な
ど
中
心
的
な
役
割
を
担
う
人
材

を
育
成
し
て
い
る
。
相
互
参
観
の
取
り

組
み
を
県
内
に
広
め
る
な
ど
円
滑
な
接

続
を
支
援
し

て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
保

育
士
の
確
保
、

儲
か
る
農
業

の
実
現
な
ど

も
質
問
）

戸井田　和之 議員
いばらき自民党
石 岡 市 選 出

一括方式

議
員　

地
域
に
と
っ
て
最
も
望
ま
し
い

公
共
交
通
の
維
持
・
確
保
に
向
け
、
今

後
ど
の
よ
う
に
市
町
村
と
連
携
し
、
ま

た
、
市
町
村
を
支
援
し
て
い
く
の
か
。

政
策
企
画
部
長　

公
共
交
通
空
白
地
域

の
解
消
を
図
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の
新
規
導
入
な
ど
に

取
り
組
む
市
町
村
も
支
援
の
対
象
に
加

え
た
。
こ
の
ほ
か
、
県
内
四
地
域
に
設

置
し
た
協
議
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
を
活
用
し
、
市
町
村
と
連
携
し
な
が

ら
、
地
域
の
公
共
交
通
の
維
持
・
確
保

に
向
け
て
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

議
員　

外
国
人
材
に
関
す
る
制
度
が
大

き
く
変
わ
る
今
、
茨
城
農
業
を
支
え
る

外
国
人
材
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
る
べ

き
だ
が
、
今
後
の
活
用
の
方
向
性
は
。

農
林
水
産
部
長　

儲
か
る
農
業
の
実
現

に
は
、
外
国
人
材
の
活
用
が
必
要
で
あ

る
。
外
国
人
材
に
選
ば
れ
る
茨
城
と
な

る
た
め
に
は
、
住
環
境
や
相
談
体
制
な

ど
の
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
が
重
要
で

あ
り
、
関
係
団
体
と
も
連
携
し
、
環
境

整
備
に
向
け
た
対
応
を
検
討
す
る
と
と

も
に
、
制
度
運

用
の
体
制
を
整

え
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
東

海
第
二
発
電
所

の
再
稼
働
、
保

健
所
の
再
編
な

ど
も
質
問
）

議
員　

選
手
の
育
成
、
お
も
て
な
し
機

運
の
向
上
、
施
設
充
実
な
ど
の
国
体
レ

ガ
シ
ー
や
県
内
の
ス
ポ
ー
ツ
資
源
を
活

用
し
た
地
域
振
興
を
推
進
す
る
専
門
部

局
が
必
要
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

ス
ポ
ー
ツ
は
、
現
代
社
会
が
抱

え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
す
る
力

を
持
つ
と
考
え
て
お
り
、今
後
、ス
ポ
ー

ツ
を
地
域
資
源
と
捉
え
、
活
用
で
き
る

人
材
の
育
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

専
門
組
織
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
他
の

自
治
体
の
状
況
や
県
民
意
識
な
ど
を
踏

ま
え
可
能
性
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

県
道
菅
谷
小
原
内
水
戸
線
交
差

点
か
ら
国
道
一
一
八
号
ま
で
の
区
間
に

お
け
る
バ
ー
ド
ラ
イ
ン
は
交
通
量
が
増

加
す
る
な
ど
し
て
お
り
、
県
道
に
昇
格

さ
せ
整
備
を
推
進
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
所
見
は
。

土
木
部
長　

当
区
間
は
那
珂
市
道
で

あ
り
、
四
車
線
で
都
市
計
画
決
定
さ
れ

て
い
る
。
県
道
昇
格
に
つ
い
て
は
将
来

の
交
通
需
要
も
見
据
え
、
那
珂
市
と
も

調
整
し
な
が
ら
、
県
道
と
し
て
整
備
す

る
必
要
性
な
ど
を

総
合
的
に
考
え
て

い
く
。

（
ほ
か
に
、
北
方

領
土
学
習
、
県
道

額
田
南
郷
田
彦
線

バ
イ
パ
ス
整
備
な

ど
も
質
問
）

中村　　修 議員
いばらき自民党
取 手 市 選 出  

一括方式

先﨑　　光 議員
いばらき自民党
那 珂 市 選 出  

分割方式

本澤　　徹 議員
無　　所　　属
鉾 田 市 選 出  

一括方式

農
業
に
お
け
る
外
国
人
材
の
活
用

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
石
岡
経
由

茨
城
空
港
延
伸

茨
城
の
魅
力
あ
る
祭
り
を
生
か
し
た

観
光
振
興

国
道
二
九
四
号
の
拡
幅

広
域
農
道
バ
ー
ド
ラ
イ
ン
の

県
道
昇
格
と
整
備
推
進

公
共
交
通
の
維
持
・
確
保

国
体
後
の
ス
ポ
ー
ツ
資
源
を

活
用
し
た
地
域
振
興

保
幼
小
の
接
続
︵
学
び
の
連
続
性
︶

　

本
委
員
会
（
西
條
昌
良
委
員
長
）
で
は
、「
新
た
な
県
総

合
計
画
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
の
調
査
・
検
討
結
果
を
、
九

月
の
第
五
回
委
員
会
で
提
言
と
し
て
と
り
ま
と
め
、
今
定
例

会
最
終
日
（
九
月
二
十
七

日
）
に
中
間
報
告
を
行
い

ま
し
た
。

　

提
言
で
は
、「
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
社
会
づ
く

り
」
や
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
対
策
」、「
県
の
枠
を

超
え
た
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
強
化
」
な
ど
の
重
要
性

を
述
べ
、
趣
旨
を
尊
重
し

て
計
画
策
定
に
当
た
る
よ

う
知
事
に
求
め
ま
し
た
。

新
し
い
茨
城
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会

﹁
新
た
な
県
総
合
計
画
の
在
り
方
﹂
に
つ
い
て
提
言

ことば ※【小１プロブレム】…小学校１年生などの教室において、学習に集中できない、教師の話が聞けずに授業が成立しないなど、学級がうまく機能しない状況。

石岡のおまつり

整備が進む国道294号（取手市）

大井川知事に提言書を手渡す山岡議長と西條委員長（写真
左から常井副議長、議長、知事、委員長、萩原副委員長） 国体・障害者スポーツ大会

カウントダウンボード点灯式

鉾田市内を走る路線バス

一般質問（要旨）

９
月
７
日︵
金
︶

　

戸と

い

た
井
田　

和か
ず
ゆ
き之　

　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

　

本ほ
ん
ざ
わ澤　

　
　

徹
と
お
る　

　
　
︵
無　
　

所　
　

属
︶

　

中な
か
む
ら村　

　
　

修
お
さ
む　

　
　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

９
月
10
日︵
月
︶

　

先ま
っ
さ
き㟢　

　
　

光
ひ
か
る　

　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

　

高た
か
さ
き崎　

　
　

進
す
す
む　

　
　
︵
公　
　

明　
　

党
︶

　

磯い
そ
ざ
き崎　

　

達た
つ
や也　

　

　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

９
月
11
日︵
火
︶　

　

設し
だ
ら楽　

詠え

み

こ
美
子　

　
　
︵
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
︶

　

飯い
い
だ田　

　

智と
し
お男　

　
　
︵
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
︶

　

岡お
か
だ田　

　

拓た
く
や也　

　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

９
月
12
日︵
水
︶

　

上う
え
の野　

　

高た
か
し志　

　
　
︵
日
本
共
産
党
︶

　

安あ
ん
ど
う藤　

真ま

り

こ
理
子　

　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

　

石い
し
い井　

　

邦く
に
か
ず一　

　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

●
質
問
者
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議
員　

現
状
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ
ス
級
の
大
型

ク
ル
ー
ズ
船
の
誘
致
を
目
標
に
、
知
事

を
は
じ
め
、
さ
ら
な
る
外
国
ク
ル
ー
ズ

船
の
寄
港
誘
致
に
力
を
注
い
で
ほ
し
い

が
、
ハ
ー
ド
面
の
常
陸
那
珂
港
区
の
整

備
と
併
せ
、
今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

土
木
部
長　

ク
ル
ー
ズ
船
社
幹
部
へ
の

知
事
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
な
ど
の
結
果
、

ウ
エ
ス
テ
ル
ダ
ム
な
ど
二
隻
の
寄
港
が

新
た
に
決
定
し
た
。
さ
ら
な
る
大
型
ク

ル
ー
ズ
船
誘
致
も
、
新
た
な
岸
壁
の
整

備
完
了
を
見
据
え
戦
略
的
に
取
り
組
む
。

議
員　

市
町
村
の
体
制
強
化
こ
そ
が
、

県
全
体
の
防
災
力
向
上
に
不
可
欠
で
あ

る
と
考
え
る
。
大
規
模
災
害
時
の
被
災

市
町
村
の
体
制
の
確
保
に
向
け
て
、
県

は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

防
災
・
危
機
管
理
部
長　

市
町
村
の
災

害
対
応
を
支
援
す
る
た
め
、
三
月
か
ら

「
い
ば
ら
き
災
害
対
応
支
援
チ
ー
ム
」

※
の
運
用
を
開
始
し
た
。
早
急
に
登
録

職
員
の
研
修
や
訓
練
を
充
実
さ
せ
、
支

援
チ
ー
ム
の
能
力
向
上
を
図
る
。
加
え

て
、
直
接
災
害
対
応
業
務
を
行
う
職
員

の
派
遣
に
つ
い
て
市
町
村
と
検
討
す
る
。

議
員　

今
定
例
会
に
は
、
茨
城
県
精
神

保
健
福
祉
会
連
合
会
か
ら
二
万
人
以
上

の
署
名
を
添
え
た
、
マ
ル
福
の
拡
充
な

ど
に
関
す
る
請
願
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
二
級
保
持

者
に
ま
で
、
医
療
費
助
成
を
拡
充
す
べ

き
で
あ
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

手
帳
二
級
保
持
者
を
対
象
と
す

る
こ
と
は
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
現
時

点
で
の
実
施
は
考
え
て
い
な
い
。
ま
ず

は
来
年
四
月
か
ら
手
帳
一
級
保
持
者
を

対
象
に
加
え
、
重
度
の
精
神
障
害
者
が

助
成
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
む
。

議
員　

県
都
水
戸
が
文
化
・
歴
史
的
蓄

積
と
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
活
用
し
、
中

心
部
か
ら
交
流
人
口
拡
大
を
推
進
す
る

こ
と
が
、
県
央
地
域
振
興
の
た
め
必
要

と
考
え
る
。
水
戸
を
中
心
と
し
た
県
央

地
域
振
興
策
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

水
戸
の
魅
力
的
な
地
域
資
源
や

既
存
施
設
を
活
用
し
、
新
た
な
交
流
人

口
拡
大
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

今
後
、
県
と
市
が
発
展
の
方
向
性
を
共

有
し
な
が
ら
、
歴
史
館
や
偕
楽
園
、
近

代
美
術
館
な
ど
を
有
効
活
用
し
、
県
央

地
域
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

県
立
高
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

を
迅
速
か
つ
確
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、

小
中
学
校
や
幼
稚
園
で
も
整
備
が
進
む

よ
う
、
支
援
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
公
立
学
校
に
お
け
る
エ

ア
コ
ン
設
置
推
進
に
つ
い
て
の
所
見
は
。

知
事　

県
立
高
校
で
は
、
現
在
エ
ア
コ

ン
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
普
通
教
室
を

対
象
に
、
来
年
の
夏
か
ら
稼
働
で
き
る

よ
う
取
り
組
む
。
小
中
学
校
と
幼
稚
園

に
つ
い
て
は
、
支
援
を
希
望
す
る
全
て

の
市
町
村
が
国
庫
補
助
な
ど
を
活
用
で

き
る
よ
う
、
国
に
要
望
を
行
っ
て
い
く
。

議
員　

撮
影
誘
致
に
当
た
っ
て
は
、
受

け
入
れ
地
域
の
要
望
に
耳
を
傾
け
、
地

域
の
Ｐ
Ｒ
に
も
還
元
で
き
る
よ
う
取
り

組
む
こ
と
も
大
切
と
考
え
る
。
今
後
の

撮
影
誘
致
作
品
の
活
用
策
と
本
県
フ
ィ

ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
役
割
は
。

営
業
戦
略
部
長　

誘
致
作
品
の
著
作
物

の
二
次
利
用
に
つ
い
て
県
内
共
通
の

ル
ー
ル
づ
く
り
を
市
町
村
と
協
議
し
て

い
く
ほ
か
、
受
け
入
れ
地
域
の
思
い
が

伝
わ
る
よ
う
、
県
自
ら
関
係
先
を
訪
問

し
、
地
域
の
Ｐ
Ｒ
や
観
光
誘
客
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
の
提
案
も
行
っ
て
い
く
。

議
員　

高
い
評
価
を
受
け
る
「
命
の
花

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
※
を
、
国
体
の
「
花

い
っ
ぱ
い
運
動
」
と
連
携
し
て
茨
城
発

の
取
り
組
み
と
し
て
全
国
へ
つ
な
ぐ
な

ど
、
殺
処
分
ゼ
ロ
に
向
け
た
あ
ら
ゆ
る

方
策
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
が
、
所
見
は
。

知
事　
「
命
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

賛
同
す
る
団
体
な
ど
の
自
主
的
な
活
動

へ
の
協
力
を
検
討
し
て
い
く
。
動
物
愛

護
管
理
施
策
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
の

意
見
を
踏
ま
え
、

効
果
的
な
施
策

の
検
討
を
進
め

る
。

（
ほ
か
に
、
食

品
ロ
ス
の
削
減
、

買
い
物
・
通
院

難
民
対
策
な
ど

も
質
問
）

議
員　

県
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
、「
自

転
車
活
用
推
進
計
画
」
の
策
定
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
今
後
の
方
向
性
は
。

政
策
企
画
部
長　

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
推
進
に
向
け
た
方
策
を
は
じ
め
、

自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
交
通

安
全
対
策
、
健
康
増
進
な
ど
に
つ
な
が

る
方
策
を
検
討
す
る
。
併
せ
て
、
り
ん

り
ん
ロ
ー
ド
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル

ル
ー
ト
認
定
に
向
け
た
方
策
も
検
討
し
、

年
度
内
を
目
途
に
計
画
を
策
定
す
る
。

（
ほ
か
に
、
つ

く
ば
下
総
地
域

に
お
け
る
農
道

整
備
、
国
道
一

二
五
号
下
妻
八

千
代
バ
イ
パ
ス

整
備
な
ど
も
質

問
）

議
員　

県
教
育
委
員
会
は
、
取
手
市
自

死
事
件
で
の
対
応
に
つ
い
て
、
自
ら
の

誤
り
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、

一
つ
一
つ
、
一
回
一
回
の
助
言
支
援
を

検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

教
育
長　

一
人
の
人
間
が
亡
く
な
っ
た

こ
と
は
、
本
当
に
大
変
な
こ
と
と
真
摯

に
受
け
止
め
て
い
る
。
一
つ
一
つ
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
最
善
を
尽

く
し
、
指
導
助
言
を
し
て
き
た
つ
も
り

だ
が
、
今
後
さ
ら
に
考
え
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、

東
海
第
二
原

発
の
再
稼
働

問
題
、
賃
金

格
差
と
都
市

部
へ
の
人
材

流
出
な
ど
も

質
問
）

議
員　

国
は
、
平
成
二
十
九
年
に
、
法

に
基
づ
き
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
策
の
基

本
方
針
を
策
定
し
た
。
県
と
し
て
の
ア

レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
策
へ
の
取
り
組
み
は
。

保
健
福
祉
部
長　

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
医

療
拠
点
病
院
と
し
て
筑
波
大
学
附
属
病

院
を
指
定
し
、
対
策
に
関
わ
る
医
師
や

団
体
な
ど
か
ら
な
る
連
絡
協
議
会
も
設

置
し
た
。
今
後
、
診
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

促
進
、
人
材
育
成
、
普
及
啓
発
、
相
談

体
制
強
化
な
ど
を
推
進
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、

児
童
虐
待

防
止
対
策
、

国
民
健
康

保
険
制
度

の
適
正
な

運
営
な
ど

も
質
問
）

議
員　

十
月
に
開
院
す
る
西
部
メ
デ
ィ

カ
ル
セ
ン
タ
ー
に
、
今
後
ど
の
よ
う
な

役
割
を
期
待
す
る
の
か
。
ま
た
、
遠
隔

医
療
に
必
要
な
体
制
の
整
備
や
機
器
の

導
入
を
含
め
、
県
と
し
て
今
後
ど
の
よ

う
に
支
援
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

新
た
に
設
置
さ
れ
る

救
急
科
を
中
心
に
、
地
域
内
の
急
性
期

医
療
を
担
う
こ
と
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
遠
隔
医
療
に
つ
い
て
は
、
県
北

地
域
で
の
先
行
事
業
の
効
果
を
検
証
し
、

他
地
域
へ
の
展

開
も
検
討
し
て

い
く
。

（
ほ
か
に
、
障

害
者
の
一
般
就

労
支
援
、
米
の

生
産
振
興
な
ど

も
質
問
）

議
員　

障
が
い
者
の
雇
用
促
進
に
は
、

特
別
支
援
学
校
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
連

携
、
学
校
と
企
業
を
つ
な
ぐ
人
材
配
置

な
ど
が
必
要
と
考
え
る
。
特
別
支
援
学

校
の
今
後
の
就
労
支
援
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長　

就
職
相
談
の
取
り
組
み
を
強

化
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
主
催
の
事
業
所

向
け
学
校
見
学
会
の
拡
大
に
向
け
て
働

き
掛
け
る
ほ
か
、
卒
業
後
の
継
続
支
援

の
た
め
、
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
と
の
連
携
を
密
に
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
県

北
地
域
の
将
来

像
と
県
北
芸
術

祭
の
在
り
方
、

森
林
環
境
に
対

す
る
県
民
意
識

の
醸
成
な
ど
も

質
問
）

高崎　　進 議員
公　　明　　党
水 戸 市 選 出

一括方式

設楽　詠美子 議員
県民フォーラム
筑 西 市 選 出

分割方式

岡田　拓也 議員
いばらき自民党
高 萩 市 選 出

一括方式

県
都
水
戸
を
中
心
と
す
る

県
央
地
域
の
振
興
策

学
校
に
お
け
る
エ
ア
コ
ン
設
置
の
推
進

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
活
用

磯崎　達也 議員
いばらき自民党
ひたちなか市選出 

一括方式

飯田　智男 議員
自民県政クラブ
常 総 市 選 出  

一括方式

上野　高志 議員
日 本 共 産 党
取 手 市 選 出  

一括方式

犬
猫
殺
処
分
ゼ
ロ
を
目
指
し
た

新
し
い
取
り
組
み

自
転
車
活
用
推
進
計
画
の
策
定

取
手
い
じ
め
自
死
へ
の
対
応

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
策

西
部
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
今
後

特
別
支
援
学
校
に
お
け
る

就
労
支
援
の
取
り
組
み

さ
ら
な
る
外
国
ク
ル
ー
ズ
船
の

寄
港
誘
致

大
規
模
災
害
時
の
被
災
市
町
村
の

体
制
支
援

精
神
障
害
者
の
医
療
費
助
成

ことば ※【命の花プロジェクト】…青森県立三本木農業高等学校の生徒が始めた、殺処分された犬や猫の骨を砕いて土に混ぜ、花を育てて、命の尊さと殺処分の現状を伝える活動。
※【いばらき災害対応支援チーム】…災害対応の経験やノウハウを持った県や市町村の職員が、被災市町村の災害マネジメントを支援する本県独自の取り組み。

寄港が決定した「ウエステルダム」

被災地支援に出発する職員

県が交付する精神障害者保健福祉手帳

イチョウと県立歴史館（水戸市）

10月に開院した西部メディカル
センター（筑西市）

県内における撮影風景
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議
員　

他
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
出
動
エ

リ
ア
拡
大
や
本
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
体

制
充
実
、
遠
隔
医
療
の
導
入
な
ど
、
県

北
山
間
地
域
の
さ
ら
な
る
救
急
医
療
体

制
強
化
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

栃
木
・
福
島
両
県
に
エ
リ
ア
拡

大
を
働
き
掛
け
る
ほ
か
、
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
を
補
完
す
る
防
災
ヘ
リ
の
救
急
出
動

が
、
来
年
七
月
に
開
始
で
き
る
よ
う
調

整
を
進
め
る
。
ま
た
、
県
北
の
救
急
病

院
に
、
脳
卒
中
に
係
る
遠
隔
画
像
診
断

治
療
補
助
シ
ス
テ
ム
を
年
内
に
導
入
し
、

救
急
医
療
体
制
の
充
実
に
取
り
組
む
。

議
員　

郵
便
局
は
自
治
体
と
連
携
し
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
補
完
し
て
い
る
が
、
防

災
や
県
事
業
の
広
報
な
ど
、
よ
り
一
層

の
連
携
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
。

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

知
事　

県
で
は
昨
年
、
日
本
郵
便
株
式

会
社
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
、
高

齢
者
の
見
守
り
や
県
の
魅
力
発
信
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
連
携

を
進
め
て
い
る
。
今
後
も
意
見
を
交
換

し
な
が
ら
、
連
携
・
協
働
で
き
る
分
野

や
内
容
の
拡
充
を
検
討
し
、
県
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

茨
城
を
ア
ユ
の
聖
地
に
す
る
た

め
に
は
、
天
然
ア
ユ
の
増
殖
だ
け
で
は

な
く
、
ア
ユ
に
よ
り
地
域
産
業
を
活
性

化
し
、
雇
用
を
生
む
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
る
。
内
水
面
漁
業
の
成
長
産
業
化

に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

久
慈
川
な
ど
へ
の
安

定
的
な
県
産
稚
ア
ユ
の
放
流
や
ア
ユ
を

活
用
し
た
地
域
振
興
策
の
検
討
と
併
せ

て
、
遊
漁
者
数
の
増
加
対
策
な
ど
に
よ

り
、
内
水
面
漁
業
の
成
長
産
業
化
を
進

め
、
地
域
全
体

の
活
性
化
を
目

指
す
。

（
ほ
か
に
、
久
慈

川
の
河
川
整
備
、

常
陸
太
田
市
内

の
治
水
対
策
な

ど
も
質
問
）

議
員　

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
障
害
者

は
、
処
置
へ
の
不
安
や
対
処
人
材
の
不

足
な
ど
か
ら
、
施
設
な
ど
で
受
け
入
れ

て
も
ら
え
な
い
実
情
が
あ
る
。
ど
の
よ

う
に
支
援
を
進
め
る
の
か
。

保
健
福
祉
部
福
祉
担
当
部
長　

医
療
的

ケ
ア
に
対
す
る
経
験
や
理
解
の
不
足
か

ら
受
け
入
れ
が
進
ま
な
い
た
め
、
引
き

続
き
、
従
事
者
向
け
研
修
な
ど
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
現
場
の
実
態
を
把
握

し
た
上
で
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
世

界
湖
沼
会
議
、

レ
ン
コ
ン
の

ブ
ラ
ン
ド
化

と
産
地
振
興
、

乙
戸
川
の
河

川
整
備
な
ど

も
質
問
）

安藤　真理子 議員
いばらき自民党
土 浦 市 選 出  

一括方式

郵
便
局
と
連
携
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

石井　邦一 議員
いばらき自民党
常陸太田市選出

一括方式

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な

障
害
者
へ
の
支
援

県
北
山
間
地
域
に
お
け
る

救
急
医
療
体
制
の
充
実

内
水
面
漁
業
の
成
長
産
業
化

加
藤
明
良
委
員
︵
自
民
︶　

霞
ヶ
浦
導
水
事

業
と
県
・
水
戸
市
に
よ
る
千
波
湖
導
水
事
業

が
始
ま
っ
た
。
計
画
の
目
的
と
進
捗
状
況
は
。

ま
た
、千
波
湖
西
側
の
水
門
の
活
用
の
考
え
は
。

土
木
部
長　

施
設
完
成
後
は
、
湖
水
の
入
れ

替
え
が
促
進
さ
れ
水
質
浄
化
の
効
果
が
高
ま

る
。
導
水
管
に
つ
い
て
は
、
約
八
割
が
整
備

中
で
あ
り
、
そ
の
他
の
施
設
も
順
次
整
備
を

進
め
る
。
千
波
湖
の
水
門
の
活
用
は
、
有
効

利
用
の
一
つ
と
し
て
水
戸
市
と
も
協
議
し
、

実
現
可
能
性
な
ど
を
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
茨
城
空
港
の
将
来
構
想
、
農
業

の
六
次
産
業
化
と
営
業
戦
略
も
質
問
）

二
川
英
俊
委
員
︵
県
民
︶　

骨
髄
移
植
な
ど

の
治
療
で
予
防
接
種
の
効
果
が
低
下
、
消
失

し
た
方
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
お
よ
び
感
染

症
予
防
の
た
め
、
再
接
種
費
用
の
助
成
を
県

と
し
て
制
度
化
す
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
は
。

保
健
福
祉
部
長　

再
接
種
に
つ
い
て
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
、
制
度
化
に
は
ハ
ー

ド
ル
が
あ
る
と
認
識
す
る
。
一
方
、
県
内
に

は
助
成
制
度
を
創
設
予
定
の
市
町
村
も
あ
り
、

予
防
接
種
の
研
修
会
な
ど
の
機
会
を
活
用
し

て
、
市
町
村
に
情
報
提
供
を
図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
農
業
水
利
施
設
な
ど
の
管
理
・

更
新
、
自
転
車
の
安
全
教
育
な
ど
も
質
問
）

山
中
た
い
子
委
員
︵
共
産
︶　

原
子
力
災
害

に
備
え
た
避
難
所
の
面
積
を
算
出
す
る
に
当

た
り
、
居
住
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
使
用
で
き
な

い
面
積
が
含
ま
れ
て
い
た
と
聞
い
て
い
る
。

有
効
面
積
の
再
点
検
を
行
い
、
そ
の
結
果
に

基
づ
い
て
、
県
・
市
町
村
の
避
難
計
画
を
見

直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

避
難
所
の
面
積
の
確
保
状
況
に
つ
い

て
は
、
避
難
元
の
十
四
市
町
村
に
確
認
の
上
、

市
町
村
間
の
協
議
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

県
と
し
て
も
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
訪
問
教
育
な
ど
の
拡
充
、
水
行

政
の
課
題
な
ど
も
質
問
）

水
柿
一
俊
委
員
︵
自
民
︶　

県
西
地
域
で
は

イ
ネ
縞
葉
枯
病
が
多
発
し
、
地
域
を
あ
げ
て

徹
底
し
た
防
除
対
策
が
必
要
だ
が
、
取
り
組

み
状
況
と
今
後
の
支
援
の
見
通
し
は
。

農
林
水
産
部
長　

県
・
市
町
・
農
業
団
体
か

ら
な
る
対
策
協
議
会
を
設
立
し
、
特
に
被
害

の
多
い
地
域
で
は
市
町
・
団
体
と
協
力
し
て
、

生
育
期
間
中
の
薬
剤
防
除
の
経
費
を
助
成
し

た
。
今
後
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
防
除
効
果

な
ど
を
検
証
し
た
上
で
検
討
す
る
。

（
ほ
か
に
、
最
先
端
科
学
技
術
企
業
と
地
元

企
業
と
の
連
携
、
国
体
な
ど
の
開
催
に
向
け

た
道
路
の
維
持
管
理
も
質
問
）

星
田
弘
司
委
員
︵
自
民
︶　

来
年
開
催
さ
れ

る
Ｇ
２
０
茨
城
つ
く
ば
貿
易
・
デ
ジ
タ
ル
経

済
大
臣
会
合
を
活
用
し
、
世
界
に
向
け
て
茨

城
県
を
ど
う
発
信
し
、
開
催
後
に
ど
の
よ
う

な
レ
ガ
シ
ー
を
残
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

知
事　

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
活
用
し
、
私
自
ら

が
本
県
の
魅
力
を
積
極
的
に
発
信
し
て
い
く
。

レ
ガ
シ
ー
と
し
て
、
企
業
誘
致
や
誘
客
な
ど

に
つ
な
が
る
取
り
組
み
や
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
向
け
の
取
り
組
み
を
市
町
村
な
ど
と

協
議
し
な
が
ら
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
タ
ン
デ
ム
自
転
車
の
公
道
走
行
、

中
学
校
の
部
活
動
の
在
り
方
な
ど
も
質
問
）

井
手
義
弘
委
員
︵
公
明
︶　

自
然
災
害
の
広

域
化
・
激
甚
化
を
踏
ま
え
、
首
都
圏
の
防
災

拠
点
、
復
旧
・
復
興
拠
点
と
し
て
の
広
域
防

災
体
制
整
備
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

防
災
・
危
機
管
理
部
長　

本
県
の
広
域
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
生
か
す
と
と
も
に
、

都
内
市
区
町
村
と
の
災
害
時
応
援
協
定
な
ど

に
基
づ
き
広
域
支
援
が
で
き
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
被
災
地
災
害
対
応
に
貢
献
で
き
る
よ

う
、
今
年
設
立
し
た
「
い
ば
ら
き
災
害
対
応

支
援
チ
ー
ム
」
の
能
力
向
上
も
図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
県
北
芸
術
祭
の
在
り
方
、
市
町

村
立
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
な
ど
も
質
問
）

江
田
隆
記
委
員
︵
自
県
ク
︶　

さ
ま
ざ
ま
な

面
で
プ
ラ
ス
の
影
響
が
期
待
で
き
る
圏
央
道

の
四
車
線
化
に
つ
い
て
、
一
刻
も
早
い
実
現

を
強
く
要
望
す
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

土
木
部
長　

県
と
し
て
は
引
き
続
き
、
国
や

東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
へ
強
く
働
き
掛

け
を
行
っ
て
い
く
。
加
え
て
、
沿
線
の
市
町

村
と
密
接
に
連
携
し
な
が
ら
、
圏
央
道
の
四

車
線
化
を
一
日
で
も
早
め
る
と
い
う
強
い
決

意
を
持
っ
て
、
用
地
買
収
や
工
事
に
全
面
的

に
協
力
し
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
が
ん
対
策
、
県
立
高
校
な
ど
に

お
け
る
医
学
コ
ー
ス
の
設
置
な
ど
も
質
問
）

萩
原
勇
委
員
︵
自
民
）　

儲
か
る
農
業
を
実

現
す
る
上
で
、
百
㌶
規
模
の
水
稲
メ
ガ

フ
ァ
ー
ム
の
育
成
を
推
進
す
る
意
義
と
は
。

知
事　

知
事
就
任
後
、
農
地
中
間
管
理
機
構

の
体
制
を
強
化
し
、
農
地
の
集
約
化
に
全
力

で
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
ほ
か
、
三
年
間
で

モ
デ
ル
的
に
大
規
模
稲
作
経
営
体
を
育
成
す

る
、
水
稲
メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
育
成
事
業
を
創
設

し
た
。
二
名
の
事
業
者
を
選
定
し
、
さ
ら
に

最
大
三
名
を
追
加
す
る
な
ど
、
低
コ
ス
ト
で

生
産
性
の
高
い
水
田
農
業
を
確
立
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
経
営
感
覚
を
養
う
教
育
、
県
立

高
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
な
ど
も
質
問
）

救急現場に出動するドクターヘリ 医療的ケア（たんの吸引）

一般質問（要旨）

予 算 特 別 委 員 会

加か
と
う藤　

　

明あ
き
よ
し良

︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

二ふ
た
か
わ川　

　

英ひ
で
と
し俊

︵
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
︶

山や
ま
な
か中　

た
い
子こ

︵
日
本
共
産
党
︶

水み
ず
が
き柿　

　

一か
ず
と
し俊

︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

星ほ
し
だ田　

　

弘こ
う
じ司

︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

井い

で手　
　

義よ
し
ひ
ろ弘

︵
公　
　

明　
　

党
︶

江え

だ田　
　

隆た
か
の
り記

︵
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
︶

萩は
ぎ
わ
ら原　

　
　

勇
い
さ
む

︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

●
質
問
者

予 算 特 別 委 員 会
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文教警察委員会 保健福祉医療委員会

防災環境産業委員会土木企業委員会

営業戦略農林水産委員会 総務企画委員会

問　

今
般
、
県
の
障
害
者
雇
用
を

め
ぐ
り
、「
水
増
し
」
と
も
と
ら

れ
る
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

障
害
者
も
県
の
戦
力
と
し
て
、
積

極
的
に
雇
用
を
推
進
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
今
後
の
対
応
は
。

答　

障
害
者
の
目
線
に
立
っ
た
、

あ
る
い
は
能
力
に
合
わ
せ
た
形
で
、

職
場
や
仕
事
を
積
極
的
に
見
つ
け

て
い
く
。
ま
た
、
障
害
者
が
働
き

や
す
い
環
境
づ
く
り
に
も
取
り
組

み
、
雇
用
を
拡
大
し
て
い
き
た
い
。

問　

新
し
い
県
総
合
計
画
に
お
い

て
、
十
一
の
ゾ
ー
ン
を
新
た
な
地

域
区
分
と
し
て
設
け
た
考
え
方
は
。

答　

こ
れ
ま
で
は
五
つ
の
地
域
区

分
で
均
衡
あ
る
県
土
発
展
を
掲
げ

た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

が
個
性
あ
る
発
展
を
目
指
す
た
め

十
一
ゾ
ー
ン
を
提
案
し
た
。
今
後
、

ゾ
ー
ン
ご
と
に
市
町
村
と
の
意
見

交
換
を
行
い
、
将
来
の
発
展
の
姿

を
共
有
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
県
職
員
の
働
き
方
改

革
、
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の
整
備

推
進
な
ど
も
質
問
）

問　

農
業
関
係
高
校
に
お
い
て
も

Ｇ
Ａ
Ｐ
※
を
推
進
す
べ
き
だ
が
、

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

答　

農
林
水
産
部
と
教
育
庁
が
協

力
し
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
関
す
る
説
明
会

や
現
場
指
導
を
行
う
ほ
か
、
教
員

の
Ｇ
Ａ
Ｐ
指
導
員
の
資
格
取
得
も

進
め
て
い
る
。
引
き
続
き
、
県
Ｇ

Ａ
Ｐ
第
三
者
確
認
制
度
※
の
承
認

な
ど
を
目
標
に
、
生
徒
が
達
成
感

を
得
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

問　

県
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
際
し
、

ど
う
印
象
付
け
を
行
う
の
か
。

答　

新
名
称「
イ
バ
ラ
キ
セ
ン
ス
」

と
し
て
十
月
二
十
五
日
に
新
装
開

店
す
る
が
、
県
の
絶
景
映
像
を
流

す
な
ど
目
を
引
く
よ
う
な
Ｐ
Ｒ
を

行
う
ほ
か
、
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種

を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
や
常
陸
牛
・

海
産
物
な
ど
を
ス
ト
ー
リ
ー
性
も

加
え
て
提
供
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
常
陸

牛
輸
出
促
進
、
ゴ
ル
フ
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
活
用
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対

策
な
ど
も
質
問
）

問　

本
定
例
会
に
補
正
予
算
の
議

案
が
提
出
さ
れ
た
「
量
子
科
学
に

よ
る
革
新
的
産
業
創
生
・
専
門
人

材
育
成
事
業
」
の
狙
い
は
。　

答　

本
県
の
若
者
の
八
割
が
県
外

の
大
学
に
進
学
し
、
四
年
制
大
学

生
の
六
割
が
県
外
に
就
職
し
て
い

る
。
若
者
に
地
元
産
業
に
就
職
し

て
も
ら
う
と
と
も
に
、
地
域
産
業

の
活
力
を
高
め
る
た
め
、
十
年
先

を
見
据
え
、
大
学
改
革
と
地
域
産

業
創
生
に
一
体
的
に
取
り
組
む
。

問　

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
※
の

今
後
の
取
り
組
み
は
。

答　

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作

成
す
る
取
り
組
み
は
、
昨
年
の
九

月
頃
か
ら
開
始
し
、
約
四
千
人
に

広
が
っ
て
い
る
。
今
年
度
は
、
こ

の
取
り
組
み
を
「
マ
イ
・
マ
ッ
プ

作
成
事
業
」
に
取
り
入
れ
、
当
初

の
計
画
を
前
倒
し
し
て
、
少
な
く

と
も
二
十
市
町
村
以
上
で
実
施
し

て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
就
職
支
援
奨
学
金
助

成
制
度
の
取
り
組
み
、
災
害
廃
棄

物
へ
の
対
応
強
化
な
ど
も
質
問
）

問　

建
設
業
界
の
育
成
の
た
め
、

今
後
さ
ら
に
行
政
の
積
極
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
も
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
県
と
し
て
の
対
応
は
。

答　

県
と
し
て
も
、
地
元
建
設
業

界
の
育
成
は
重
要
と
考
え
て
お
り
、

現
在
、
県
全
域
あ
る
い
は
地
域
ご

と
に
、
業
界
と
の
意
見
交
換
を
実

施
し
て
い
る
。
今
後
さ
ら
に
、
頻

度
を
上
げ
て
実
施
す
る
な
ど
、
よ

り
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

問　

霞
ヶ
浦
浄
水
場
に
導
入
さ
れ

る
新
し
い
高
度
浄
水
処
理
技
術
に

つ
い
て
、
今
後
、
他
の
浄
水
場
へ

導
入
す
る
計
画
は
あ
る
の
か
。

答　

処
理
水
量
が
少
な
い
と
コ
ス

ト
の
低
減
効
果
が
低
く
、
費
用
対

効
果
の
面
で
新
技
術
の
導
入
は
難

し
い
。
他
の
浄
水
場
へ
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
霞
ヶ
浦
浄
水
場
で
の

実
用
化
後

の
効
果
な

ど
を
検
証

し
、
慎
重

に
研
究
し

て
い
く
。

（
ほ
か
に
、

新
東
町
体

育
館
付
近

の
沢
渡
川

緑
地
の
活

用
、
土
砂

災
害
へ
の

対
応
な
ど

も
質
問
）

問　

医
師
不
足
対
策
と
し
て
筑
波

大
学
と
の
連
携
だ
け
で
な
く
、
阿

見
町
の
東
京
医
科
大
学
茨
城
医
療

セ
ン
タ
ー
と
も
連
携
す
べ
き
で
は
。

答　

東
京
医
科
大
と
は
深
い
つ
な

が
り
が
あ
り
地
域
枠
定
員
を
八
人

設
置
し
て
い
る
。
現
在
、
修
学
生

四
十
一
人
、
卒
業
し
た
県
内
勤
務

医
が
十
五
人
い
る
。
今
後
も
茨
城

医
療
セ
ン
タ
ー
を
含
め
た
連
携
を

強
化
し
、
こ
れ
ら
の
医
師
の
活
躍

に
よ
る
医
師
不
足
地
域
な
ど
で
の

医
師
確
保
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問　

県
立
中
央
病
院
で
は
、
県
内

で
活
躍
す
る
医
師
を
育
成
す
る
た

め
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
課
題
は
。

答　

地
域
医
療
を
理
解
し
現
場
対

応
能
力
に
優
れ
た
医
師
の
養
成
を

目
指
し
、
幅
広
い
診
療
科
や
地
域

の
医
療
機
関
で
の
研
修
を
行
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
研
修
医
を
確
保
す

る
た
め
、
研
修
内
容
や
施
設
な
ど

の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

（
ほ
か
に
、
ネ
ッ
ト
依
存
対
策
、
児

童
虐
待
防
止
対
策
な
ど
も
質
問
）

問　

県
立
高
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
リ
ー
ス
設

置
か
ら
、
県
費
に
よ
る
設
置
に
方

針
転
換
さ
れ
た
。
今
後
、
ど
の
よ

う
に
整
備
を
進
め
て
い
く
の
か
。

答　

こ
れ
ま
で
、
校
舎
の
耐
震
化

な
ど
を
優
先
し
て
き
た
が
、
厳
し

い
夏
の
暑
さ
や
国
の
基
準
見
直
し

も
あ
り
、
県
費
で
整
備
を
図
る
こ

と
と
し
た
。
リ
ー
ス
部
分
は
順
次

引
き
継
ぐ
な
ど
し
、
全
て
の
普
通

教
室
へ
の
設
置
を
進
め
て
い
く
。

問　

駐
在
所
は
、
住
民
に
と
っ
て

安
全
安
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
。

駐
在
所
を
維
持
し
、
若
い
警
察
官

の
勤
務
経
験
を
増
や
す
な
ど
充
実

を
図
る
べ
き
だ
が
、
所
見
は
。

答　

夜
間
や
初
動
体
制
の
強
化
の

た
め
、
交
番
新
設
、
駐
在
所
の
大

型
化
な
ど
再
編
を
進
め
て
き
た
。

一
人
で
地
域
の
治
安
を
担
う
駐
在

所
員
に
は
若
い
優
秀
な
警
察
官
を

配
置
す
る
な
ど
、
今
後
も
地
域
住

民
の
安
全
安
心
を
守
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
障
害
者
の
雇
用
、
災

害
時
の
警
察
対
応
な
ど
も
質
問
）

ことば ※【マイ・タイムライン】…風水害のときに、個人が避難するために取るべき行動を時系列にまとめたもの。
※【GAP】…Good Agricultural Practice。農業において、食品安全、環境保全などを確保するための生産工程管理の取り組み。
※【県ＧＡＰ第三者確認制度】…東京オリンピック・パラリンピックへの食材提供のため、県が生産者のＧＡＰの取り組み内容を確認し、承認する制度。

県総合計画に新設された地域区分

専門人材育成のイメージ
（茨城大学大学院理工学研究科の実習風景）

県立中央病院で研修する若手医師

県と建設業界との意見交換

エアコン設置を進め教育環境の充実を

「イバラキセンス」内観イメージ

常任委員会の審査から
教
員
の
育
成
や
県
の
確
認
制
度
の
活
用
を
推
進
す
る

農
業
関
係
高
校
に
お
け
る
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
教
育
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か

※
黄
色
い
線
で
囲
ま
れ
た

　
十
一
の
ゾ
ー
ン

障
害
者
の
目
線
に
立
っ
て
雇
用
を
拡
大
し
て
い
く

県
の
障
害
者
雇
用
推
進
に
向
け
た
今
後
の
対
応
は

大
学
改
革
と
地
域
産
業
創
生
を
図
る

量
子
科
学
に
よ
る
革
新
的
産
業
創
生
・
専
門
人
材
育
成
事
業
の
狙
い
は

業
界
と
の
意
見
交
換
を
実
施
し
て
い
る

建
設
業
の
育
成
に
向
け
た
県
の
対
応
状
況
は

県
費
に
よ
る
全
て
の
普
通
教
室
へ
の
設
置
を
進
め
る

県
立
高
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
方
針
は

さ
ら
な
る
連
携
強
化
に
よ
り
、
県
内
の
医
師
確
保
に
つ
な
げ
た
い

医
師
確
保
に
係
る
東
京
医
科
大
茨
城
医
療
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
は
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議会広報に関するアンケートの集計結果（概要）について
県議会では、議会広報などのさらなる充実を図るため、いばらき県議会だよりNo.203の紙面を利用してアンケートを実施しました。
多くの皆様からのご回答ありがとうございました。皆様からいただいたご意見を参考に、今後の議会広報や議会活動に生かしてまいります。
集計結果の概要については、以下のとおりです。

【調査時期】平成30年4月29日～6月30日
【回収結果】6,023件（郵送・FAX 5,422件、インターネット601件）
 ＊端数処理の関係上、比率の合計が100%にならない場合があります。

「いばらき県議会だより」は分かりやすい内容でしたか。
あなたの考えに最も近いものを１つ選択してください。問１

そう思う

どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそうは思わない

そうは思わない

27.5％

48.0％14.1％
10.4％

茨城県議会のホームページを利用したことがありますか。
あてはまるものを１つ選択してください。問4

　週１回以上

月１回以上

３ヶ月に１回以上

年に１回以上

利用したことがない

2.7％
2.2％
2.1％
3.7％ 89.3％

茨城県議会ホームページのレイアウト（画面構成・見やすさ）はど
うですか。あてはまるものを１つ選択してください。また、そう
感じる理由があれば、ご記入ください。

問6

良い

どちらかと言えば良い

どちらかと言えば良くない

良くない

（良い）・カラフルで見やすい　・シンプルにまとまっている　・検索しやすい　など
（良くない）・知りたい情報が見つけにくい　・文字が小さい　など

39.6％
38.2％

12.7％
9.4％

「そう感じる理由」の
主な意見

茨城県議会ホームページの情報量（コンテンツの数）はどうですか。
あてはまるものを１つ選択してください。また、そう感じる理由があ
れば、ご記入ください。

問7

満足
どちらかと言えば満足

どちらかと言えば満足していない
満足していない

（満足）・分量が適切　・必要な情報はほぼ充足している　・情報量が多い　など
（満足していない）・情報量が少ない　・知りたい情報が載っていない　など

38.2％
37.4％

13.0％
11.4％

「そう感じる理由」の
主な意見

　・議員個人の活動報告　・政務活動費の使いみち　・各会派の主要な主張
　・楽しい内容（イベントやスポーツ関連の情報など）　・テレビによる放送　など

茨城放送で県議会ラジオ広報（議長インタビュー（２月放送）、各
会派代表座談会（３月放送)）を行っていますが、どのような内容
を聞いてみたいですか。あてはまるものを２つ選択してください。

問 8

県政に対する議長の考え方

議長の日頃の活動状況

各会派の活動状況

県政の重要課題に対する各会派の考え方

テーマに沿った各会派代表の討論

議長の経験談

その他

21.5％
20.1％

10.1％
14.3％
15.0％
16.0％

3.0％
「その他」の
主な意見

県議会で今どのようなことが行われて
いるのか、詳しく情報発信すること

県行政がどのように行われているのか、
十分なチェックを行うこと

その他

県議会独自で条例を制定するなど、
政策を県行政に提案すること

　・本県の魅力度向上　・無駄のない適正な税金の使い方　・開かれた透明性のある議会
　・議員定数や報酬の削減　・不正や不祥事がないこと　・地元テレビ局の開設　など

あなたが県議会に求めるものや期待することをお聞かせください。
あてはまるものを２つ選択してください。問10

33.0％

16.7％

3.7％

46.5％

「その他」の
主な意見

議会中継

議員名簿

会議録検索

委員会活動

議長あいさつ・議長の活動記録

定例会の概要

政務活動費

議員提案政策条例

その他

茨城県議会のホームページでよく利用する項目（コンテンツ）は
何ですか。あてはまるものを２つ選択してください。問 5

・議会日程　など

19.7％

13.6％
13.9％

11.6％
13.1％

10.0％

5.3％

7.9％

4.8％ 「その他」の
主な意見

問１で「どちらかと言えばそうは思わない」「そうは思わない」と
答えた方は、分かりにくいと感じた理由をお聞かせください。あて
はまるものを１つ選択してください。

問 2

文章が長い

用語が難しい

字が小さい

その他

・内容が堅苦しい　・面白みに欠ける　・文字が多い　・内容が難しい　・文章が抽象的
・構成に工夫が感じられない　・図やイラストが少ない　・メリハリがない　など

46.8％

14.0％
24.2％

14.9％
「その他」の
主な意見

紙面の中で特に関心の持てた項目は何ですか。あてはまるものを
２つ選択してください。また、新たに掲載してほしい内容があれ
ば、ご記入ください。

問 3

表紙

代表質問・一般質問の内容

定例会の概要

常任委員会の内容

特別委員会の内容

・イベントや観光の情報　・政務活動費の内容　・犬猫殺処分の問題
・議員の人柄が分かるようなコラムや自己紹介　・各会派や議員の活動状況　など

25.5％

14.9％

40.2％

13.1％
6.3％

「新たに掲載して
ほしい内容」の
主な意見

　・一般県民にも興味の持てる身近な内容　・政務活動の報告　・議員報酬に関する情報
　・議員主体で制定した条例の効果　・特に議論された内容　・県民からの政策提案　など

県議会広報において、今後充実してほしいと思う情報はどれですか。
あてはまるものを２つ選択してください。問 9

21.9％

42.7％

11.2％

10.5％

11.8％

2.0％
「その他」の
主な意見

子ども・若者にも分かるような
県議会情報

議会で話し合われた議案の
内容や審議結果

政務活動費の状況

県議会の制度や仕組み

議長・副議長や各議員の日々の活動の
様子（各行事への参加など）

その他




